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行事予定

2月20日 卓話 「平和について」
             上尾市青少年育成推進員
             協議会 大谷内久美子様

2月27日 ＩMに振替
　　　　（例会場・時間変更）
             桶川市民ホール「響の森」

2024-2025年度　門崎　由幸会長会長あいさつ
　皆さん、こんにちは。本日もご出席いただきありがとうございます。

　今年も新年明けてから１カ月が経ちました。新年会はほぼ済んだか

なと思います。先週の新年例会、ありがとうございました。今年初め

ての親睦例会でした。このような例会も必要なのかなと思っています。

結婚・誕生のお祝いもさせていただきました。誕生祝いでは齋藤博重

会員が年男・還暦で、大木保司会員も年男です。縁起の良い年、ます

ますのご活躍をお祈り申しあげます。

　それでは一週間の報告をさせていただきます。２月４日（火）は第

34回地域福祉を考える集いに出席してきました。主催は上尾市社会福

祉協議会です。上尾ＲＣの代表として感謝状を授与していただきまし

た。授与された方や団体は結構な人数がいました。第二部には、十文

字学園女子大学の人間生活学部人間福祉学科・佐藤教授による基調講

演『住み続けたい地域をつくる〜補い合う活動〜』があり、拝聴して

きました。講演は、地域で助け合うというような内容で、各自治体な

どの実例発表がありました。聞かせていただいた中で、やはり今後、

地域で助け合うことが必要になってくるのかなと思いました。受講し

ていた中には若い方はほぼいなくて、定年退職された方たちが聴いて

いました。年相応の方々に支援をする機会を作っていかなければなら

ないのかなと思っています。ぜひともそういった形でロータリーも活

動していければと思っています。

　さて新年例会でも出席できなかった深澤会員は、１月28日に起きた

八潮の道路陥没で、翌日から現地に行っているようで、交代で今日も

現地に行っているようです。水量を減らすためバキュームで吸ってい

る作業と、下水管の中の調査を行っているようです。現地には80社く

らいの業者が呼ばれていて、各業者ともかなり疲弊・衰弱しているよ

うです。直径４ｍもある下水管なので、なんらか別のアプローチで落

ちた運転手さんの救助ができればと考えています。

　ところで地区事務所から、地区大会で承認するはずだった前年度の

決算資料が届きました。内容はまだ目を通していませんが、マイナス

の決算です。質問等があったら３月31日までにクラブでとりまとめて

返信してくださいとありました。資料は追って会員の皆さんにもお配
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ところが地下に資源の見込みがありますし、ロシア

は北方四島を第二次世界大戦、正当な戦闘で日本に

勝利をして獲得したものであるという認識、根拠に

立っています。資源の問題もありますが、そういっ

たこともありますので、なにがなんでも手放さない

という立場を崩しておりません。そこで、北方四島

は今後ずっと還ってくるのだろうかというところで、

日ソおよび日ロの交渉が、2001年まではいい雰囲気

できておりました。1993年東京宣言、2001年イルク

ーツク声明を経て交渉次第では二島どころか四島が

還ってくるのではないかという淡い期待がありまし

たが、2001年イルクーツク声明の３年後、ロシアに

ラブロフ外相が現れました。2004年から今も、20年

間くらいずっとロシアで外相をしているのですが、

この人は政治家というよりはもともとは外交の公務

員出身なんですね。時を同じくしてプーチンが大統

領に就任し、以来、北方領土については頑なに強硬

な態度を崩していません。その一連が、資料にある

「国際法から見た北方領土」に記されています。ロ

シアは、1945年に署名されたヤルタ協定で、樺太の

南部及びこれに隣接する全ての島はソ連に「返還」

すること、及び千島列島はソ連に「引き渡す」と書

かれていると主張。これに対して日本政府は、ヤル

タ協定は米・英・ソの秘密協定であり、日本はこの

協定に参加なく、日本がこれに拘束されることはな

く、また同協定が領土移転の法的効果を持たないと

見解を示し、アメリカも公式に表明しています。ロ

シアは密約があると主張しますが、サンフランシス

コ平和条約で日本は千島列島を放棄しましたが、我

が国固有の領土である北方領土は、この千島列島に

含まれていません。このようにロシアにとって都合

の悪いことを言われると、それはロシアが約束した

ことではなく、ソ連時代にやったことだから、今は

知らないよ、と言うんですね。そう考えると今のま

までは打つ手がないのかなと思ったりもします。今

から６年前、河野太郎外相（当時）がラブロフ外相

と日ロ外相会談に臨みました。その際、ラブロフ外

相は「ロシア国内を説得するために、ロシア（ソ連）

不法占拠論を認めるわけにはいかない。この点をよ

く理解して知恵を出してほしい」とコメントをして

います。結局、北方四島は戦争で勝ち取ったもので

あるという態度は崩さないんです。なのでそこを理

解をして知恵を出してほしいと河野外相に言ったわ

けです。こうなってくるとそれまでの地道な努力は

あっても、相手の根拠を崩せるような人材が日本に

育ってきてくれる必要があるのではないかなと思い

ます。北方四島を戻すには戦争をするしかないと言

ってクビになった衆議院議員が何年か前にいました

が、それは現実味がありません。あくまでも銃弾が

飛ばない中で北方四島を戻すためにどうするのかと

いうことを天才的なひらめきをもってひっくり返せ

る人材がこれから育ってほしいなと思います。我々

としても地域をリードする立場の組織・人間が、生

まれやすいような下地作りをしたりすることが必要

ではないかなと思います。解決の糸口は教育にある

のではないかなと思っています。

　本日はご

静聴いただ

き、ありが

とうござい

ました。

スマイルスマイル

門崎会長／坂本副会長／大木崇寛副幹事／大塚信郎会員／

尾花会員／大木保司会員／大塚崇行会員／齋藤博重会員／久保田会員／

関口和夫会員／須田会員／宇多村会員／山崎会員／木田会員／荒井会員

会員数　　　　33

出席免除　　　 3　　　

出席対象者　　30

出席者数      17

出席率

  56.67％

宇多村会員、卓話いただき。ありがとうございました。

樋口会員　２月１日〜３日、地区青少年交換委員会で来日学生と菅平へ

　　　　　スキーに行ってきました！

長沼会員　氷川鍬神社様で節分豆まき祭りのお手伝いをしてきました。

　　　　　皆様にたくさんの福が舞い込みますように！
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RL I修了証授与

幹　事　報　告
大木　崇寛　副幹事 

北方領土の日について

PartⅢ　坂本忠光会員

PartⅡ　大木崇寛会員

齋藤幹事が公務で欠席の

ため、私から報告させて

いただきます。

〇２月のロータリーレー

トは１ドル＝１５４円で

す。

〇確定申告必要処理についてということで、皆さん

のお手元に税制控除にかかわる証明書をお配りしま

した。確定申告の際にご活用ください。

〇浦和中ＲＣさん＆北本ＲＣさんから合同で「ファ

イヤーサイドミーティング」というオープン例会の

案内が届いています。詳細は回覧させていただきま

す。ご興味のある方はメーキャップで参加いただけ

ればと思います。

〇インターシティミーティングの記念公演で埼玉県

警察音楽隊が演奏され、会員はもちろん無料で鑑賞

できますが、ご家族やお知り合いもお誘いでき、参

加予定のある方は無料入場券がありますので私まで

ご一報ください。

〇ロータリー手帳の申込案内が届いています。希望

者は回覧に〇印をお願いします。

りしますので、しっかりと内容を見ていただければ

と思います。

　そして地区事務所から地区法人化についての資料

も送られてきました。会長会という形で説明会が行

われたのですが、その資料に誤りがあったというこ

とで、再度送られてきました。法人化の可否につい

ての内容です。まずは私が対応したいと思います。

　本日の例会主題についてです。２月７日が「北方

領土の日」です。私が日本青年会議所の領土領海問

題委員長として出向していた時に、一緒に出向して

いただいた宇多村会員による卓話です。私には見え

ない部分や経験していない部分を披露していただけ

ればと思います。北方領土に対して数百億円の予算

がついています。北方領土を忘れないようにする予

算が各県にもおりていて、埼玉県でも２月に数件の

イベントがあるようですので、時間があればぜひと

も行っていただければと思います。

本日もよろしくお願いいたします。

例　会　主　題

　このテーマで卓話させ

ていただくことについて

緊張するとともに光栄に

思っています。本日のテ

ーマは北方領土ですが、

領土領海問題委員会は、

北方領土・竹島・尖閣諸島の３つをテーマとして研

究をしています。ロータリーで今月は「平和構築と

紛争解決月間」ということで、本日のテーマについ

てお話しさせていただきます。

　お手元に資料をお配りしました。外務省、経産省

などさまざまな機関から資料を取り寄せてみました

が、最も相応しいと思ったのが、埼玉県教育委員会

が作成したものでした。

　まずは２月７日がどういう日かということを説明

します。170年前の1855年（安政元年）、明治維新

より前に、日露和親条約が締結されました。調印式

を行ったのが２月７日ということで、この日を「北

方領土の日」と昭和56年に決定しました。日露和親

条約では、２国の国境が択捉島とウルップ島の間、

択捉海峡に決定しました。またこの20年後の1875年

に樺太千島交換条約により、日本は千島列島をロシ

アから譲り受けるかわりに、樺太全島を放棄しまし

た。千島列島とは、カムチャッカ半島の手前の、占

守島（しゅむしゅとう）までで、ここまでが1945年

2006年日本青年会議所　領土領海問題委員会
　第１小委員会　副委員長　宇多村海児様
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までは日本の領土でした。本日は日露和親条約で決

められた択捉海峡を国境としてお話しさせていただ

きます。

　この埼玉県教育委員会さんの資料の出来具合がす

ごく良くて、これを見れば私が話すことはなくなっ

てしまいますので、2006年の領土領海問題委員会に

出向していた当時の思い出話を散りばめながらお話

ししたいと思います。日本青年会議所では1970年代

から領土問題、特に北方領土については大きくとら

え、以来綿々と積極的に取り組んでいます。領土領

海問題委員会にある、いくつかの役割の中で、北方

領土返還要求全国大会があります。全国大会は毎年

２月７日、北方領土の日に開催されます。当時は九

段会館１階大ホールで開催されていました。委員会

メンバーは全国大会の側面支援をするわけですが、

全国大会に出席できる関係者は限られていて、島か

ら本土へ引き上げてきた家族遺族、返還要求をして

いる各種団体、支援団体等です。日本青年会議所領

土領海問題委員会はもちろん関係者で、門崎委員長

は中で登壇する役目をしていました。委員会メンバ

ーである私は、今日のように寒かった2006年のこの

日、九段会館の外に出て、カーキ色の戦闘服を着た

ような輩が乱入してくるような場合に備え、外をが

っちりガードしていました。大会が始まると、よく

テレビで見るような政治家の先生も入ってきます。

　雰囲気を少し披露させていただくと、1945年終戦

のどさくさにソ連軍が攻めてきて、追いたてられる

ように本土へ逃げてきた、凄まじい体験をもってい

らっしゃる方々もご存命ですし、また大勢の遺族の

方が聴衆として、大ホールで立ち見するくらい会場

を埋めています。その会場に生半可な気持ちで入っ

てくる政治家は厳しい目にあうことになります。こ

の全国大会では、北方領土から引きあげてこられて

きた方々が、政治家が本当に返還要求に取り組んで

いるかどうか、きちんと問題に向き合っているかど

うかを見極める場であるのだな、というのが当時の

私の率直な実感でした。

　全国大会を終えると、夏にサマーコンファレスが

あり、領土領海問題委員会は政策提言を行います。

この年2006年は、８月16日に第31吉進丸事件という

大きな事件が起きました。根室の沖合で日本の漁船

が、ロシアの政府警備艇に追いかけられ、銃撃され

一人の方が亡くなられてしまった事件です。さらに

タイミングが悪かったのが、領土領海問題委員会の

もう一つの役割としてあった北方四島交流事業＝ビ

ザなし交流に、門崎委員長や随行のメンバーが行く

予定でしたので、にわかに日本青年会議所はざわつ

きまして、事件に対する見解が割れました。結果を

申し上げると、門崎委員長はビザなし交流に参加し

ました。委員会では意見を戦わせ、私もどちらかと

いうと、門崎委員長は行くべきではないという意見

でしたが、今振り返ってみると、その時、もしも行

かなかったとしたら日本青年会議所のビザなし交流

事業がどうなっていたかなと思いますので、門崎委

員長の判断は正しかったのではないかなと思います。

また議論の後は、青年会議所メンバーも門崎委員長

の判断を後押ししようという考えになったのは、こ

の問題が大きすぎて、日本青年会議所も明確な答え

を出さず、すなわち、門崎お前に任せたよというよ

うな状況に陥ったということで、行くべきでないと

思っていた人間も、なぜか怒りの矛先が日本ＪＣの

上層部に向かい、委員会メンバーが結束し、その年

はいい流れで終わったと、そして門崎委員長も四島

に上陸することができたということがありました。

多難な年、サマーコンファレスをやって、政策的に

も押して行くぞという時に、あまりにも大きな事件

が起こって、さぞかし当時の門崎委員長は身を引き

裂かれるような思いだったろうなと、当時私は委員

長の様子を見て思い、立場も変われませんし、そし

てたいへん尊敬した念も持ちました。

　少し飛ばしましたが、なぜ漁船が撃たれたかとい

うと、海の幸の豊かさ、たいへん多くの海産物の宝

庫であるところ、そして天然ガス、石油、レアメタ

ルが多く眠っていると言われています。ところがロ

シアではどうにもならない。本来なら国の経営など

も考えるとロシアは北方四島を維持できないんです。


